
 
                                

 

   
 

  

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
地
震
に
よ
る
未
曾

有
の
災
害
に
際
し
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
、

関
係
の
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。
一
日
も
早
い
復
旧
と
復
興
を
、
そ
し

て
皆
様
の
ご
健
康
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
清
里
地
区
の
皆
様
に
は
当

協
議
会
の
運
営
に
格
別
の
ご
協
力
と
ご
配
慮

を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
当
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
地
域
に

お
け
る
支
え
合
い
や
、
自
主
・
自
立
の
強
化

を
図
り
な
が
ら
、「
心
豊
か
で
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
理
念
に
掲
げ
、
誰
も
が
安
全
に

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

 

今
日
ま
で
大
き
な
天
災
も
な
く
平
和
に
暮

ら
す
こ
と
が
出
来
た
の
も
、
清
里
地
区
の
位

置
す
る
地
盤
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
恵
ま

れ
た
地
域
で
あ
る
と
感
謝
す
る
次
第
で
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
か
ら
は
人
の
往
来
も
多
く
な

り
、
窃
盗
・
交
通
事
故
等
の
人
災
が
多
く
な

る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
ま
ず
子
供
や
高
齢
者

の
安
全
を
守
る
こ
と
に
地
域
住
民
で
力
を
合

わ
せ
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

平
成
二
十
三
年
度
よ
り
、
当
協
議
会
は
部

会
活
動
を
よ
り
一
層
活
発
に
し
て
い
く
た
め

に
組
織
の
一
部
を
見
直
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
運

営
を
行
う
た
め
、
事
務
局
長
・
次
長
ポ
ス
ト

を
新
設
し
、
事
務
局
長
に
は
松
下
博
寿
氏(

前

連
合
会
長)

に
就
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
部

会
へ
の
多
く
の
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
理
解
と

ご
参
加
を
お
持
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

（
蜂
巣
昇
三
） 

   
 

「
心
豊
か
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
清
里

ま
ち
づ
く
り
運
動
が
、
早
い
も
の
で
今
年
で

五
周
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
私
た
ち
の
住
む

清
里
の
、よ
り
一
層
の
活
性
化
を
図
る
べ
く
、

各
部
会
ご
と
に
地
域
の
皆
様
の
心
強
い
支
援

を
得
て
、
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
活
動
の
中

で
も
、「
清
里
ふ
る
さ
と
祭
」
は
多
く
の
地
区

住
民
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
最
大
の

イ
ベ
ン
ト
に
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 

今
年
は
二
年
に
一
度
の
開
催
年
で
あ
り
、

今
年
も
頑
張
ろ
う
と
関
係
者
一
同
話
し
合
っ

て
い
た
矢
先
、東
日
本
大
震
災
が
突
如
発
生
、

日
本
全
土
に
、
世
界
の
多
く
の
国
々
に
、
衝

撃
が
走
り
ま
し
た
。テ
レ
ビ
、新
聞
等
で
次
々

に
伝
え
ら
れ
る
被
害
の
大
き
さ
を
目
に
す
る

に
つ
け
、
多
く
の
国
民
が
自
分
も
何
ら
か
の

手
助
け
を
し
た
い
と
、
復
興
支
援
の
行
動
を

起
こ
す
中
、
多
く
の
地
域
で
は
、
今
年
計
画

し
て
い
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
す
る
動
き

が
見
ら
れ
ま
す
。 

 
清
里
地
区
に
お
い
て
も
、
上
毛
新
聞
社
を

通
じ
、
皆
様
方
か
ら
の
大
切
な
浄
財
を
被
災

地
に
送
る
等
、
支
援
活
動
に
努
め
て
お
り
、

い
つ
頃
ま
で
に
安
定
化
が
図
れ
る
の
か
見
通

し
の
立
た
な
い
原
子
力
発
電
所
問
題
や
、
未

だ
復
興
が
進
ま
な
い
被
災
地
の
皆
様
の
心
境

を
想
い
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
役
員
会
及
び

総
会
で
話
し
合
っ
た
結
果
、
今
年
度
実
施
予

定
の
「
第
三
回
清
里
ふ
る
さ
と
祭
」
は
中
止

と
す
る
こ
と
で
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

一
日
も
早
い
被
災
地
の
復
興
を
願
い
、
来

年
こ
そ
は
盛
大
な
「
清
里
ふ
る
さ
と
祭
」
が

出
来
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
中
止
の
報
告
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

（
松
下
博
寿
） 

    

■
日
時 

六
月
二
十
六
日(

日)

午
後
一
時 

 

■
場
所 

前
橋
市
総
合
福
祉
会
館 

 

こ
の
催
し
は
市
内
各
地
域
の
地
域
づ
く
り

協
議
会
の
活
動
成
果
の
発
表
や
情
報
交
換
を

目
的
に
平
成
十
九
年
か
ら
開
催
さ
れ
、
今
年

で
五
回
目
で
す
。
今
回
の
特
色
は
①
テ
ー
マ

ご
と
の
活
動
の
展
示
や
実
演
、
情
報
交
換
会

を
行
う
、
②
一
般
の
方
に
も
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
一
環
で

取
り
組
ん
で
い
る
飲
食
物
や
花
苗
を
配
付
す

る
こ
と
で
す
。 

 

当
協
議
会
は
①
清
里
焼
き
の
実
演
や
花
苗

の
配
布
、
②
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」、「
清
里

焼
き
」、「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
の
展
示
発
表

と
情
報
交
換
会
に
参
加
予
定
で
す
。
例
年
以

上
に
充
実
し
た
内
容
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 

（
松
下 

均
） 

【
概
要
】 

 

・
ス
テ
ー
ジ
発
表
（
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
等
） 

 

・
わ
く
わ
く
広
場
（
昔
遊
び
コ
ー
ナ
ー
等
） 

 

・
情
報
交
換
会(

「
自
然
・
環
境
」、「
食
」、 

「
福
祉
」、「
歴
史
・
文
化
」
等) 

～心豊かで活力あるまちづくり～ 
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平
成
二
十
三
年
度 

 
 

清
里
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
つ
い
て 

『
清
里
ふ
る
さ
と
祭
』
中
止
の
お
知
ら
せ 

『
地
域
づ
く
り
交
流
フ
ェ
ス
タ
二
〇
一
一
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開
催
迫
る
！ 



                             

                              

    

平
成
二
十
三
年
三
月
一
日
に
、
群
馬
県
知

事
大
澤
正
明
様
へ
左
記
の
陳
情
書
を
提
出
い

た
し
ま
し
た
。そ
の
後
に
吉
岡
町 

石
関
町
長

と
榛
東
村 

真
塩
村
長(

当
時)

に
も
清
里
地

区
へ
の
日
赤
誘
致
の
陳
情
書
を
大
澤
知
事
に

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
清
里
地
区
へ

の
日
赤
病
院
誘
致
に
つ
い
て
、
隣
接
す
る
吉

岡
町
、
榛
東
村
も
、
今
回
の
大
災
害
を
見
る

に
つ
け
、
基
幹
病
院
が
近
く
に
あ
る
こ
と
の

重
要
性
を
感
じ
、
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

他
に
四
地
区
が
誘
致
の
希
望
を
表
明
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
清
里
地
区
の
基
幹
病
院
と
し

て
の
立
地
条
件
は
、
他
地
区
に
勝
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
県
と
し
て
は
資
金
面
か

ら
県
有
地
を
考
え
て
い
る
と
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
が
、基
幹
病
院
の
条
件
か
ら
考
え
れ
ば
、

立
地
条
件
に
優
れ
た
清
里
地
区
へ
、
と
強
く

働
き
か
け
て
い
ま
す
。 

 

七
月
三
日
の
県
知
事
選
挙
後
に
は
移
転
先

が
明
ら
か
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
清
里
地

区
の
皆
様
の
希
望
が
叶
え
ら
れ
る
よ
う
努
力

す
る
所
存
で
す
。
皆
様
の
応
援
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 

（
蜂
巣
昇
三
） 

 

日
本
赤
十
字
社 

群
馬
県
支
部
長 

群
馬
県
知
事 
大 
澤 

 

正 

明  

様 

 

前
橋
赤
十
字
病
院
移
転
建
設
に
伴
う
用
地
に
つ
い

て
（陳
情
） 

貴
職
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
群
馬
県
民
の
生
活

福
祉
の
向
上
と
県
政
発
展
の
た
め
に
、
日
夜
ご
尽
力

い
た
だ
き
、
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
施
設
の
老
朽
化
な
ど
を
理
由
に
検
討
さ
れ

て
い
た
前
橋
赤
十
字
病
院
の
改
築
あ
る
い
は
移
転

新
築
の
課
題
が
昨
年
末
に
移
転
新
築
の
方
向
で
正

式
決
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
決
定
を
受
け
、
前

橋
赤
十
字
病
院
の
基
幹
病
院
と
し
て
の
機
能
確
保
、

役
割
発
揮
な
ど
が
十
二
分
に
行
使
出
来
ま
す
よ
う
、

当
地
区
と
い
た
し
ま
し
て
も
そ
の
実
現
方
に
向
け

た
支
援
に
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
前
橋
赤
十
字
病
院
移
転
建
設
に

伴
う
用
地
に
つ
い
て
下
記
の
と
お
り
陳
情
、
要
望
申

し
上
げ
ま
す
。 

平
成
二
十
三
年
三
月
一
日 

前
橋
市
清
里
地
区
自
治
会
連
合
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会 

長 
 

蜂 

巣 
 

昇 

三 

 

記 

一
、
前
橋
市
清
里
地
区
内
に
前
橋
赤
十
字
病
院
を

建
設
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。 

 

（理
由
） 

一
、
交
通
の
利
便
性
の
高
さ 

（一
）至
近
距
離
に
関
越
高
速
自
動
車
道
、
駒
寄

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
も
あ
り
、
県
内
外
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
も
非
常
に
良
く
、
緊
急
車
両
や
来

院
者
の
受
け
入
れ
も
ス
ム
ー
ズ
と
思
わ
れ

ま
す
。 

日
赤
誘
致
運
動
に
関
す
る
お
知
ら
せ 

平成 23 年度 清里地区まちづくり協議会 役員名簿 
役職名 氏   名 所 属 団 体 ・ 役 職 

会  長 蜂巣 昇三  清里地区自治会連合会長 ・池端町自治会長  

副会長 馬場 隆雄  上青梨子町自治会長  

〃 田村 文男  青梨子町自治会長  

〃 松島  登  青梨子町前原自治会長  

〃 遠又  薫  清野町自治会長  

事務局長 松下 博寿  前・清里地区自治会連合会長        

事務局次長 松下 均    

書  記 馬場稜威夫  清里地区生涯学習奨励員連絡協議会長  

会  計 間仁田なを子  清里地区民生児童委員協議会長  

監  事 蜂巣 英夫  清里地区教育振興会長  

〃 神保 一仁  清寿会連合会長  

顧  問 松下 煕雄  元・清里地区自治会連合会長  

委  員  

自治会長（5）・ 教育振興会長（1）・生涯学習奨励員（5）・民生児童委員（6） ・主任児童委員（2）・ 前自治会連合会長及び前々

自治会連合会長（2）・清里ボランティア会（2）・農業委員（1）・JA 前橋市理事（1）・代表監事（1）・清寿会本部役員（11）・防犯委員

会長（1）・子育連役員本部役員（若干名）・ 交通指導員（3）・少年補導員（5）・青少年育成推進員会（5）・ 消防団長（1）・体育協

会長（1）・保健推進員会本部役員（4）・ 更生保護女性会本部役員（6）・保護司会（4） ・食生活改善推進員会本部役員（2）・  

清里小学校 PTA 及び第六中学校 PTA 本部役員（若干名）                                      （）内の数字は人数

（専門部会）    

部会名 部 会 長 副 部 会 長 

花いっぱい運動部会  櫻井 恭子    

社会福祉部会  松島  登  田村 文男 ・間仁田 なを子  

食育部会  新井 博孝  櫻井 登志子  

そば打ち部会  松岡 好一  森村 信政  

郷土の伝統行事の見直しと 活性化部会  蜂巣 昇三  馬場 隆雄 ・遠又 薫・伊藤 祝司  

まちづくりだんべえ部会  松嶋 朋子  久保 美佐子  

事務広報部会  松下 煕雄  高橋 隆 ・桜井 勝  

 



 
（二
）上
毛
大
橋
か
ら
西
進
す
る
南
新
井
前
橋

線
は
池
端
町
地
内
ま
で
延
長
さ
れ
る
工
事

が
現
在
進
め
ら
れ
て
お
り
、
進
入
も
ス
ム

ー
ズ
と
思
わ
れ
ま
す
。 

二
、
基
幹
病
院
と
し
て
の
機
能
を
確
保
出
来
る
広

さ 救
急
救
命
・災
害
対
策
の
基
幹
病
院
と
し
て

の
機
能
を
確
保
出
来
る
広
さ
（約
８
ヘク
タ
ー

ル
）を
備
え
て
い
ま
す
。 

三
、
ド
ク
タ
ー
ヘリ
の
夜
間
運
航
も
可
能 

区
域
内
に
人
家
や
高
圧
線
も
ほ
と
ん
ど
無
く
、

騒
音
に
対
し
て
も
比
較
的
抵
抗
は
少
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
ド
ク
タ
ー
ヘリ
の
夜

間
運
航
に
つ
い
て
も
可
能
と
思
わ
れ
ま
す
。 

四
、
隣
接
す
る
吉
岡
町
か
ら
の
全
面
的
な
支
援
が

可
能 

隣
接
す
る
北
群
馬
郡
・吉
岡
町
か
ら
も
全
面

的
な
支
援
と
協
力
を
得
ら
れ
る
見
込
み
で

す
。 

五
、
地
権
者
の
同
意
も
得
ら
れ
る
見
込
み 

現
在
土
地
を
所
有
す
る
地
元
地
権
者
の
同
意

も
得
ら
れ
る
見
込
み
で
す
。 

 
 

        

専
門
部
会
の
活
動
あ
れ
こ
れ 

 

【
花
い
っ
ぱ
い
運
動
部
会
】 

 

下
川
淵
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
花

結
び
の
会
」
の
方
々
が
、
五
月
十
六
日
、｢

清

里
花
は
な
花
壇｣

を
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。今

年
二
月
、「
清
里
花
は
な
ク
ラ
ブ
」
が
下
川
淵

の
「
花
結
び
の
会
」
と
交
流
を
行
い
、
そ
の

時
に
下
川
淵
の
緑
地
公
園
の
花
壇
を
見
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
下
川

淵
の
皆
さ
ん
か
ら
の
訪
問
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

 

清
里
公
民
館
か
ら
「
花
は
な
花
壇
」
ま
で

の
道
々
に
は
、
ア
ヤ
メ
や
キ
ン
セ
ン
カ
な
ど

の
花
が
ち
ょ
う
ど
満
開
で
し
た
。
そ
の
花
を

地
域
の
方
々
が
育
て
て
い
る
こ
と
に
大
変
驚

い
て
い
ま
し
た
。「
花
は
な
花
壇
」
も
ポ
ピ
ー

や
オ
ル
レ
ア
な
ど
が
華
や
か
に
咲
い
て
い
ま

し
た
の
で
、「
す
っ
か
り
『
花
の
ま
ち
』
に
な

っ
て
い
ま
す
ね
！
」
と
嬉
し
い
こ
と
ば
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 
 

（
櫻
井
恭
子
） 

            

【
社
会
福
祉
部
会
】 

 

清
里
地
区
に
多
く
の
社
会
福
祉
施
設
が
あ

る
こ
と
は
、皆
様
方
ご
存
知
の
と
お
り
で
す
。

老
人
福
祉
関
係
施
設
は
六
施
設
、
障
害
福
祉

関
係
施
設
は
四
施
設
で
す
。
身
近
に
こ
れ
だ

け
の
施
設
が
存
在
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
で
訪
問
す
る
な
ど
し
、
施
設

の
目
的
等
を
理
解
し
て
い
る
方
は
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
地
域
福
祉
を
担
う
部
会
員
の
皆

様
を
始
め
多
く
の
人
達
と
、
施
設
見
学
訪
問

を
実
施
し
、
共
通
認
識
・
理
解
を
深
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
・
ご
支
援
を
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
施
設
見
学
は
、
年
間
二
回
程
度
、

老
人
福
祉
施
設
と
障
害
福
祉
施
設
を
交
互
に

訪
問
し
、
こ
れ
か
ら
の
地
区
の
福
祉
向
上
、

地
区
の
皆
様
か
ら
の
相
談
等
に
生
か
し
て
い

た
だ
き
た
く
、
ま
た
、
自
分
達
の
将
来
の
も

し
も
の
時
の
参
考
に
、
と
も
考
え
て
お
り
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
松
島 

登
） 

 

【
食
育
部
会
】 

 
 

食
育
部
会
で
は
、
今
年
度
も
普
及
活
動
を

中
心
に
活
動
し
ま
す
。
中
で
も
、
小
学
校
の

児
童
を
対
象
と
し
た
清
里
焼
き
教
室
は
、
二

回
行
う
予
定
で
す
。 

 
今
年
最
初
の
清
里
焼
き
は
、
の
び
ゆ
く
子

ど
も
の
つ
ど
い
・
ふ
れ
あ
い
の
広
場
に
参
加

し
ま
し
た
。
去
年
か
ら
会
場
で
焼
く
よ
う
に

な
り
、
ス
タ
ッ
フ
は
大
変
で
す
が
、
子
供
た

ち
の
『
美
味
し
い
！
』
と
い
う
声
を
聞
き
、

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
役
員
さ

ん
の
中
に
は
、『
ま
だ
一
度
も
食
べ
た
こ
と
が

な
い
』と
言
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
、

よ
り
一
層
の
普
及
活
動
を
し
な
け
れ
ば
、
と

い
う
思
い
に
な
り
ま
し
た
。 

 

今
月
は
、
初
め
て
清
里
以
外
の
場
所
（
地

域
づ
く
り
交
流
フ
ェ
ス
タ
二
〇
一
一
）
で
清

里
焼
き
を
作
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
新
井
博
孝
） 

 

【
そ
ば
打
ち
部
会
】 

 

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、
会
員
の
皆
さ

ん
も
そ
ば
打
ち
が
楽
し
く
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
今
期
よ
り
、
打
つ
粉
の
量
を
増
や
し
て

始
め
ま
し
た
。
よ
り
お
い
し
い
そ
ば
を
つ
く

る
た
め
会
員
一
同
努
力
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。 

 

会
の
目
標
と
し
て
、
今
年
も
そ
ば
打
ち
研

究
の
た
め
、
先
進
地
研
修
会
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。 

 

ま
た
、
年
一
回
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
前
橋
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
そ
ば
打
ち
会(

写
真)

を
行
い
、

皆
様
に
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

毎
月
の
例
会
で
互
い
に
腕
を
磨
き
、
近
所

や
友
人
、
家
族
の
人
た
ち
に
お
い
し
い
そ
ば

を
食
べ
て
も
ら
う
こ
と
を
会
員
一
同
、
目
標

に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆
さ

ん
で
目
標
に
向
か
っ
て
ガ
ン
バ
リ
ま
す
の
で

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
松
岡
好
一
） 

        

 

前橋赤十字病院 
移転建設要望用地 

 

「花結びの会」の方々と 
記念写真をパチリ！ 

「ケアハウス前橋」での 
ボランティアそば打ち会 



各
町
の
話
題
あ
れ
こ
れ 

 

■
池
端
町
■ 

 

四
月 
花
見
の
宴 

自
治
会 

清
寿
会 

 

六
月 

サ
ル
ビ
ア
植
え 

子
供
会 

 
 
 
 
 

清
寿
会 
自
治
会 

 

八
月 

夏
祭
り 
子
供
会 

自
治
会 

 

十
一
月 

十
日
夜
祭 
子
供
会
招
待 

清 
 
 
 
 
 

寿
会
指
導
の
ワ
ラ
鉄
砲
作
り 

 
 
 
 
 

餅
つ
き
大
会 

 

一
月 

全
町
民
の
拝
賀
式「
神
明
宮
に
て
」 

・
四
月
〜
十
一
月
の
毎
月
一
日
朝
六
時
よ
り

自
治
会
、
清
寿
会
で
カ
ン
・
ゴ
ミ
拾
い
を

行
い
ま
す
。 

・
蟹
沢
川
に
五
年
前
、
桜
を
植
え
、
年
三
回

下
草
刈
り
を
行
い
ま
す(

桜
の
会
有
志
が

主
催)

。 

・
春
夏
秋
、
花
の
会
有
志
が
休
耕
田
に
四
季

折
々
の
花（
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
コ
ス
モ
ス
）

を
育
て
て
い
ま
す
。 

 
 

(

蜂
巣
昇
三) 

 

■
上
青
梨
子
町
■ 

 

安
心
安
全
な
町
、
住
み
よ
い
住
み
た
い
町

上
青
梨
子
町
づ
く
り
と
し
て
、
次
の
三
大
行

事
が
あ
り
ま
す
。 

一
つ
、
上
青
梨
子
町
盆
踊
り 

二
つ
、
秋
祭
り
、
樽
み
こ
し 

三
つ
、
庚
申
待
ち
、
文
化
祭 

 

盆
踊
り
は
平
成
二
十
一
年
第
二
回
清
里
ふ

る
さ
と
祭
に
参
加
し
て
、
大
変
好
評
で
し
た

が
、後
継
者
育
成
の
面
で
悩
み
も
あ
り
ま
す
。

秋
祭
り
、
樽
み
こ
し
で
は
、
清
寿
会
、
子
供

会
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
樽
み
こ
し
を
担
い

だ
り
、
昔
話
や
ゲ
ー
ム
を
し
ま
す
。
庚
申
待

ち
、
文
化
祭
で
は
優
れ
た
才
能
、
趣
味
を
持

っ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
多
く
の
人
に
作
品
を

出
品
し
て
も
ら
い
、
交
流
親
睦
を
図
り
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 

（
馬
場
隆
雄
） 

 

■
青
梨
子
町
■ 

一
、
さ
つ
ま
い
も
植
え 

 

清
里
小
学
校
南
の
八
幡
川
の
河
川
敷
に
、

自
治
会
、
子
供
会
、
清
寿
会
で
七
〇
〇
本
の

苗
を
五
月
下
旬
に
植
え
、
九
月
に
収
穫
し
ま

す
。 

二
、
十
日
夜
祭 

 
清
寿
会
の
指
導
を
い
た
だ
き
、
ワ
ラ
鉄
砲

を
作
り
ま
す
。 

“
十
日
夜
十
日
夜
は
い
い

も
ん
だ
。
朝
ソ
バ
切
り
に
、
昼
ダ
ン
ゴ
、
夜

も
ち
食
っ
ち
ゃ
ァ
腹
で
え
こ
”
と
口
々
に
叫

ん
で
、
麦
畑
の
も
ぐ
ら
追
い
を
子
供
た
ち
に

教
え
ま
す
。
そ
れ
か
ら
皆
で
餅
つ
き
を
し
、

ア
ン
コ
ロ
餅
を
食
べ
、
秋
の
恵
み
に
感
謝
し

ま
す
。 

三
、
天
神
待
ち 
 

天
神
様
の
命
日
に
あ
わ
せ
て
、
子
供
た
ち

は
習
字
を
書
き
、
奉
納
し
、
習
字
、
学
問
の

向
上
を
祈
願
し
ま
す
。 

 

各
行
事
と
も
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

が
一
緒
に
汗
を
流
し
、
収
穫
し
た
り
す
る
こ

と
で
、
世
代
間
交
流
や
子
供
た
ち
の
成
長
を

願
う
も
の
で
す
。 

 
 
 

（
田
村
文
男
） 

 

■
青
梨
子
町
前
原
■ 

 

年
度
末
、
恒
例
行
事
と
し
て
実
施
し
て
お

り
ま
す
世
代
間
交
流
は
、
前
原
集
落
セ
ン
タ

ー
駐
車
場
を
会
場
と
し
、
午
前
中
に
は
、
子

供
会
・
清
寿
会
・
自
治
会
を
始
め
多
く
の
団

体
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
地
区
の

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
思
い
出
作
り
に
貢

献
す
べ
く
、
大
人
た
ち
が
子
供
時
代
に
親
し

ん
だ
昔
の
遊
び
等
を
、子
供
た
ち
に
伝
授
し
、

和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
過
ご
す
ひ
と
時
で

す
。
子
供
会
役
員
の
皆
様
は
、
子
供
た
ち
が

飽
き
な
い
よ
う
に
心
を
配
り
、
い
ろ
い
ろ
工

夫
し
た
催
し
を
行
い
、
楽
し
い
時
間
を
共
有

し
な
が
ら
世
代
間
交
流
を
行
い
ま
す
。 
 

和
室
で
行
う
文
化
祭
作
品
展
示
の
部
は
、

地
区
の
皆
様
が
趣
味
と
す
る
生
涯
学
習
の
展

示
物
が
多
数
飾
ら
れ
、
多
く
の
人
達
の
多
趣

味
に
、毎
年
感
動
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。 

午
後
に
は
、
ホ
ー
ル
で
芸
能
発
表
の
部
を
行

い
、
清
寿
会
員
・
子
供
会
員
を
始
め
多
く
の

地
区
の
皆
様
が
出
演
し
、
カ
ラ
オ
ケ
・
ダ
ン

ス
・
合
唱
・
マ
ジ
ッ
ク
等
を
見
た
り
聴
い
た

り
し
て
い
る
と
時
間
が
経
つ
の
を
忘
れ
て
し

ま
い
ま
す
。 

 

今
後
も
、
地
区
の
多
く
の
皆
様
が
、
春
の

一
日
を
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
各
団
体

の
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
計

画
を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

(

松
島 

登) 
 

■
清
野
町
■ 

 
永
い
歴
史
と
先
人
た
ち
の
熱
き
魂
に
支
え

ら
れ
、
獅
子
舞
は
地
域
と
共
に
生
き
て
来
た

皆
の
心
の
証
で
も
あ
り
ま
す
。
色
々
な
時
代

の
変
化
の
中
で
と
に
か
く
全
町
民
が
一
体
と

な
り
、
大
事
に
保
存
と
伝
承
活
動
を
行
っ
て

来
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
の
今
、
一
番
の
悩

み
は
、
立
派
に
習
得
し
て
一
人
前
に
な
っ
た

子
供
た
ち
が
、
学
業
終
了
し
て
就
職
す
る
と

他
地
区
に
出
て
し
ま
い
、
こ
の
地
区
に
残
ら

な
い
た
め
に
、
せ
っ
か
く
子
供
の
時
に
習
得

し
て
も
保
存
会
メ
ン
バ
ー
の
確
保
や
育
成
拡

充
に
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
で
苦

慮
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
少
し
で

も
こ
の
よ
う
な
難
し
い
問
題
が
解
決
で
き
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

(

伊
藤
祝
司) 

            

く
わ
の
実 

◇
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
、
被
災
者
の

方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
と

共
に
一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
い
る
。
◇

群
馬
県
は
比
較
的
に
地
殻
変
動
も
少
な
く
安

定
し
て
い
る
が
、
歴
史
的
に
見
る
と
大
地
震

が
発
生
し
て
い
る
。
有
名
な
の
は
八
一
九
年

（
弘
仁
九
年
）
の
大
地
震
で
渋
川
市
半
田
地

区
内
の
工
場
建
設
に
伴
う
遺
跡
調
査
で
大
き

な
地
割
れ
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
県

内
に
は
い
く
つ
も
の
活
断
層
が
あ
る
。
災
害

は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
来
る
と
い
わ
れ
る
。

備
え
は
万
全
に
し
て
被
害
は
最
小
に
と
願
う
。 

（
熙
） 

前橋市郷土芸能大会へ参加 
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